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“アサクサノリ 川糸 状 体 の 光 合 成 に

関するこF 三 の知見

寺本賢一郎本・木 下祝郎*

K. TERAMOTO al1d S. KINOSHITA: Some observations 011 the 

photosynthesis of the conchocelis.phase of POJ~ρhyJ・d

“アサクサノリ刊の糸状体については従来より活綾な研究が行なわれて

いるが，光合成に関する研究は芯外!と少し近年では光合成色素(佐藤 ・松

本， 1960;佐野， 1960)及び光合成に対する水温と i菰京量の影響(佐野， 1960) 

が報告されているに過ぎない。

著者等は先lζ “アサクサノリ日葉体の光合成lζ及ぼす光 ・水温 .pH .炭

酸物質ーなどの影響を検討し報告 (1958)したが，糸状体の光合成についても同

様の検討を行ない，葉休と糸状イネで光合成l乙及ぼす各種要因の影響[ζ差遣の

あることを認めたので，以下広報告する。

実験材料及び方法

32年 1月[ζ東京羽田漁場で採取 されたノリを町いてカキ殻{ζ果胞子付

けし，同年 10月まで培養した糸状休を実験材料とした。

光合成の測定は次のように行なった。糸状体の発育したカキ先生を入念lζ

洗浄して 250ml広口共栓瓶(酸索定量瓶と同じ構造を有する)，ζ入れ.海水

を満して密栓し 20
0
CIc保つ。昼光色盤光灯で 48時間照明 した)fJi及び!照明前

のj艇の海水を 100ml酸紫定量)111:Iζ採って溶存酸素を定量し，見かけ上の O2

生成量を算出した。

海水は比重 1.024(Cl = 16.2弘)の東京湾海水を用いたが，多くの場合

NaI-ICO，を添加して光合成を促進し O2定呈を谷易にするよう工夫した。

実験lζ用いたカキ)'&は，内面全体が糸状体で桜われた1TIi平な約 20cm
2の

もので，各而磁を実測して 2υcm2
当りの O2生成量lζ補正した。

潟水 [13 の溶存酸京は W[NKLE[~ 法で 3 全炭酸は CON\へIAY の微量拡散法

で定量;した。 pI-Iの測定lζは BECKMAN jjラス電紙 pH汁をJi'Jいた。 光の強

さは，糸状体を置いたJt.iT:lJr (ζっき東，Z55-3q!限度計で測定した。

告協和醗酵工業株式会社東京研究所
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昭和 36年 12月m 31号第 9巻類E誕78 

実験結果及び考察

第 l図は NaHC03を 0.05% かiえた海水(全i災酸量 300

mg/ll ?とおける糸状休の光合成と光

の強さとの関係を示す。光合成は光

が強くなるに従って急激に増大し

て，4，000-8，000Iuxで最高 K達し

1.6 mg/48 hrsの 0，を生成した。

NaHC03飢添加!の、法通i1a:水では全

炭酸量 36mg/lであり，上記よりも

著しく弱い光で光飽和l状態lζ達する

ものと考えられる。

光 色 2142図は 0.05%

NaI-IC03添加1海水における光合成

と光色との関係を示す。光合成lζ対

tする光波長の影響は等エネノレギー，吏』ζ厳密には等光量子について比較する

のが正しいが， 本実験では昼光色盤光灯で 4，000luxを与える一定距離に糸

状体を置き， /:1=1聞に指色セロフ

ァンを持入して各光色の概¥11信の

;影響を矧祭した。

光合成は赤~14-色光の下で

促進され，光合成による真の O2

生成量は対照の 0.66mg/24 hrs 

k対し 0.88-1.08mg/24 hrsを

示した。特ーに14色光の光合成促

進は著しいが，そのJill山は明ら

かでなく今後の検討を要する問

題である。ま た背色光の下では光合成が幾分抑制される。

3 水 jE f143図は 0.05%NaHC03添加潟水で 2，000luxの!照明を

与えたl時の光合成と水漏との関係を表わす，見かけ上の 0，生成iEは lOOCで，

また吹11ヂによる 02
1以I1メ11は20-25UCで夫々最高値を示した。 しかし :)'(;

合成によるま誌の 0，生成立は 2QOCで故日値(1.6mg/48 hrs)を示し， 25uC以

じでは;急述』ζ低下しており，乙れは糸状体の光合成が 270C 以上で急、に低下
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第1図 “アサクサノ γ'糸状休の光

合成と光の強さ との関係
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光合成と光色との関係
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pH O2生成量 pH υ 2生成地

initial 五nal mg/20cm2'48hrs i 11 i tial 日nal mg/20cm 2. 48h rS 

6.05 7.65 1.09 8.10 8.40 1.75 

6.20 7.85 1.68 8.50 8.45 1.72 

6.55 8.25 2.14 8.75 8.60 1.4~ 

6.95 8.35 1.87 

る。

業体

光合成 1O~150C ，

糸状体

光合成 1O~200C ， 11乎吸 20~250C

莱体と糸状体における各適温の差は，

l呼吸の場合lζi極めて顕著である。また

光合成と l呼吸に共通な述j植を求めると

柴体が 100C，糸状体が 200C となり，

両者の生育適温とよ く一致しているように忠われる。

第 1表lζ4，000Iux，20
0
Cでの光合成と海水 pHとの関係を示

す。使用 した海水 は NaHCO，を 0.08% 加えた後 HClで種々の pH(ζ修正

したもので全炭酸量は 430mg/lであった。

最高の光合成は initialpH 6.55， final pH 8.25で得 られ 2.14mg/48 hrs 

の O2を生成 した。 長時間の光合成!とおいて海水 pI-Iの変動が著 しく，最適

pHの決定は困難であるが pH6.2~8.5 が最適範囲と考ーえ られる 。 とれは柴

体の光合成における最適 pH 範囲 7 .0~7.7 よ り も可成り広範囲であ る 。

炭殻物質濃度 f152去は NaHCO" Naιり3 及び CO2 ガス を極々

の濃度!と加えた海水中，4，000 lux， ~OoC に おける炭酸物質減度と光合成と の

|謝係を示す。海水中の各形態の炭酸物質濃度は猿橋 (1955)の報告に従い全氏
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第 3図 “アサクサ ノγ'糸状!本の

光合成とzkilliiとの関係
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する との佐野 (1960)の報告と略々一致

している。

葉イ本と糸状体lとおりる光合成とH予

l虫の適温を比較すれば，次の通 りであ

呼吸 lOOC
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80 五長類第9巻第3号昭和 36年 12月

第 2表 “ア廿クサノリ"糸状休の光合成と海水~1=1の炭R宝物質との関係
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0， ~I三成量

(mg/20cm'.4.8hrsl 

initial 

a. NaHC03を添加した海水の;場合

女す 1¥¥¥ 8.10 1 33 2 0.55 

0.06 8.50 3 278 58 1.39 

0.10 8.60 6 464 96 1.87 

0.15 8.70 7 559 141 1.32 

b. Na，C03を添加した海水の場合

対 H司 8.10 l 33 2 0.55 

0.03 9.15 O 81 57 0.62 

0.08 9.30 O 182 182 0.68 

0.15 9.35 。 294 306 0.16 

c. CO，ガスを添加lした海水の場合

女オ 8.10 1 33 2 0.55 

6.95 13 71 O 0.89 

6.60 3'1 78 O 1.74 

6.25 77 80 O 2.17 

6.05 146 97 O 2.07 

酸量， pIf，水温及ひ、i}fJjtEから計算ーによって求めた。

NaHC03を加えた潟水の場合 (a)， 光合成は炭酸物質の増加1と共lζ増大

し，全炭酸量 566mg/l (fr巴巴 CO，6 mg， HC03--CO， 464 mg， C03~-C02 96mg) 

で最高に達し l.87mg/48 hrsの 0，を生成した。 乙の場合， C03~ は光合成 l乙

無効であ り，fr巴巴 CO2は光合成の顕著な増大に関与しない程度に少量ーである

から， 光合成の増大は HC03-の矯力Iliζ基i討するものと考えられる。

Na2CO"を加 えた海水の場合 (b)，全炭酸量 364mg/l (HC03--CO， 182 

mg， CO;=-C02 182 mg/l)で最高の光合成が得られ 0.68mg/48 hrsの 0，を生

成した。 乙の場合 HCO;-のみが利用 されたとしても l.1mg/48 hrsの 0，を

生成すべきであ り，上記の値はその 60% IC過さない。ζ の光合成|白 書は CO;=

lζ由来すると j鮮され， 3訟に CO;=-C02100 mg/l 以上で阻害がほl若のようであ

4 ー



寺本 ・木下 .“アサクサノリ"糸状体の光合成に関するこてB 主立つ何1見 81 

る。

CO，ガスを加えた海水の場合 (c)，全炭酸量 157mg/l (free CO， 77 mg， 

HCO;--CO， 80 mg)で光合成が最高に達し 2.17mg/48 hrsの 0，を生成した。

ζの場合 freeCO，及び HCO;-が同時IC増加しているが， HCO;-のみでは

0.6 mgJ48 hrsの 0，生成lζ過ぎない?さであり ， 光合成の急激な治大は fre巴

CO，に基づくもの と考えられる。

糸状体の光合成lζ利用され得るj定取物質は fre巴CO，及び HCO;-であり

特!と前者の利用効果は大きい。また freeCO2の好i磁波度は20-100mgJlで

あって，ZE体における好適泌度 10-20mgJl Iζ比較し高濃度且つ広範囲であ

る。

また CO，=は， 糸状体の光合成lζ利用されないばか りでなく， 100 mg/l 

以上の濃度で顕著な阻害作用を示すととが明らかである。

要約

“アサクサノ リ円糸状体の光合成に対する光 ・水i毘・pH ・炭酸物質濃度

の影響を検討した。得られたが;果を要約すれば次の通り である。

l 光合成は4，0001uxの光で最高lζ迷した。

2 光合成は貰色光の下で最高値を示した。

3 光合成の最適水温は 10-20
Q

Cであった。

4. 光令成は海水 pH 6.2-8.5で最も良好[ζ行なわれた。

5. 糸状休の光合成lζ利用され得るl文京IliRは freeCO，及び HCO;-であ

り， CO，=は光合成!ζ阻害的であった。

Summary 

The effects of light intensity，、判'atcr.temperatllre，pI-I ancl concentration of carbo 

naceolls materials upon the rate of photosynthesis were stlldiecl using the conchocelis-

phase of Por，ρh.yra.. 

As an index of the photosynthetic rate oxygen output per de品川teexperimental 

conditions was analyzed by vVINI<LER's method. 

The results are summarized as foJ¥ows: 

1. The photosynth出 iswas highest under 4，000 lux irradiation. 

2. The photosynthesis was highest under the yeJ¥ow light irradiation 

:-l. The photosynthesis was highest at LO-20.C 

4. The photosynthesis proceeded best at pH 6.2-8.5 

5. The conchocelis-phase of POI沙;'yra.lItilized both free CO， nnd HCO， ions 

as carbon sources. CO; ions retarded the rale of ph口tosynlhesis.

- 5 ー



82 溺5類第9巻第3号昭和36年 12月

引 用 文 献

佐藤孜郎 ・松本文夫 (1960)・“ア サクサノリ糸状体の色素について (予報)η H百和 35年日本

水産学会年会講演.佐野孝 (1960):“ノリ糸状体の色素並に酸素放出について"昭和35年

日本水産学会年会講演 木下祝郎 ・寺本賢一郎 (1958):“アサ クサノリ の光合成に関する

ご，三の知見"部類 VI(1) 11-16. 猿橋j路子 (1955):“天然水1'1:1の物質代謝の研究ーII 水

中の炭取物質の平衡泌皮比について"日本化学雑誌 76(11) 129LH 308. 

紅藻 Paclzy171em~φ5お属 の 一種の

体の構造 と生 殖器 官

川 端清策*

s. JくAWABATA: The structure of the frond， and th巴

I巴productiv巴 organof Pach.:y川 emotslS S p. 

緒 日

邦産紅~~ムカデノリ不1. Pachyme仇opsis属の海藻としてはタンパノ リ

(P. elliρtica YAM.)，アカハダ (P.yendoi YAM.)及びフダラク (P.lanceolata 

YAM.)が知られているが，之等のイ本の村J造と生殖器官については筆者が本誌

Vol. 2 No. 3， Vol. 5 No. 1， Vol. 6 No. 1 ，ζ報告し， 又tHi↑主生殖器官につい

ては田沢{ljl雄氏が本誌 Vol目 8No. 3 Iζ報告している。こ とにタ ンパノリ lζ1認

めて近縁のものではあるが，成体lζ於て下記の如く タンパノりとは明らかに

具る形質ーをもっ Pachymeniopsis属の-flITの体の構造と生殖器官について報

告する。材料の提供と指導を賜わった北大山田幸男教授及び材料を提供され

た田沢{lj1雄氏並に阪弁与志雄氏lζ深甚なる謝意を表するれ

1 材料と方法

本種は 19571，1::'7月紀伊国矢植及び古座において 山田教授及び田沢付I雄

氏が， 1956年及び 1957年いずれも 4月房州小湊において館者が，又 1961年 4

月土佐国佐賀において山田教授及び|坂井与志雄氏が採集したものである。之

等の材料の内房州庄及び四国庄のも のは未熟であったので，生殖器官につい

ての研究は紀伊庄のものを用いたc 材料は フオノレ 7 リン原液に保存し，切片

北海道学芸大学治見沢分校
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J 11端:紅説 PachYll1ellioj'sis属の一種の!ヰの椛江主と生雄iw.~官 邸

はコットンブリユー乳酸溶液を以って染めグリセリン 50%水溶液で封じた。

2.体の 構 造

体は葉状腺質で径約5乃至 10cmあり，休の下部袋町で基物[ζ附着し，

不規則lζ数葉{ζ分かれる。葉片はやや波縮し，縁辺lζ小突起を生ずる。付与を

基物から制すl侍，特K淡水lと入れ

た時は強く裏側!と巻き込む性質が

あり，乾燥標本を作る際{ζ之を平

らに仲ばすのに困難である。体の

厚さはコ苦通 1，000μ以下 である。

皮層は表面側と裏面側で厚さを異的

にするのが普通で， 200μ 乃至 400

11厚い。皮府細胞は楕円形成は糸

状lζ細長いことがある。 Jj[層は 6

乃至 12細胞から成り，皮層細胞列

‘・
， 

、，. 、.
; 

写真 1 精子裂を有する皮周 x300 

は叉状[ζ分かれ，外方lζ向って京J1lく，最外部の細胞の形は不規則で 1求形，

惰円形，糸状をなす。内皮層細胞は不規則な形で， )官形を示すものもあるが

髄糸細胞と区別し~iff'いものもあ る。 髄層は 600μ 内外j忌く、髄糸の径は普通

約 7μ である。 髄の内には往々 25μ以 1::.1ζ及ぶ径を有するほぼ]米形の大形

細胞が散在する。髄糸は可なり平f，'に結合しているがタンパノリの夫れよりも

緩やかである(Fig.1，写莫 2)。

3 雌性生殖器官と滋果の発達

カノレポ ゴ ン及び助細胞は rl~皮 Ji3細胞列の校として形成される校叢の底部

lζ生ずる。カノレポゴン校は lケのJJi'i原列車IU胞とカ jレポゴンから成る。支持細

胞は中皮層或は内皮j習*mJJ包から分かれた細胞列の普通6番目の細胞である。

受精毛はカJレポゴ ン{ζ近い所で挫しく膨れているが，受精が終ったと思われ

るものではカノレポゴ ンの周囲の寒天質が膨大して受精毛の膨らみは顕著でな

くなり ，fLつ支持制胞及び之lζ近接している細胞は原形'111ζ富み大形となり

カノレポゴンの核も明らかになる (Fig.3)。

辿絡糸と辿絡した助細胞は寒天'1~'Jl英のj享さを増し，第一成胞糸即ち成胞

糸母細胞に次いで第二成胞糸及び之lζ次いで多数の成胞糸を分裂し，之等に

果胞子を生ずる。果胞子は数個の泌団をなし成熟の程度lとよ り大きさが必

しく呉る。成熟した袈果は消耗した校叢*II1胞の不規則な形状の糸状細胞安1Iが

- 7-



84 泌類第9巻第3号 l昭和 36年 12月

被覆糸となって仁の下半分をかこんでいる外は

直接髄糸{ζ接している。5E果を囲む校;控山来の

被覆糸と悩糸とはjf.liW'ζ見分ける ζとは床|怖で

あるが，枝子産由来の被桜糸は悩糸よりもコッ ト

ンブ リユ ーに強 く染まる乙とによって大体の見

分けはつく。果孔周辺の同化糸， 即ち皮用品ITI胞

列は内側lζ湾1111しているがタ ンバノリ のそれ程

l乙特異な形状を示さない (Fig.2， 4-7)。

4. 雄性生殖器官

精子要は外皮府の細胞から形成され，ほぼ

球状であるが之を囲む外皮国細胞は長楕円形で

ある (写哀 1)。

5. 四分 胞子 護

問分胞子要は皮府細胞列の単細胞校として

写真 2 休の航断，上下

同而の皮周の厚さの相
巡を示す x50 

形成され，十字様lζ分裂し休の両市lζ一様lζ散在する (Fig.8)。

泊二 本部:はタンパノ リlζ最も近縁であるが次の荷点において之と其る。

即ちよく成熟した休{ζ於て木種は 10cm内外であるが，タンパノ リは 20cm

以上の長さを有する。 体の厚さにおいて本務は 1，000μ を越える ζ とはない

が，タンパノ りは 1，000μ以上ががi通である。吏lζ本初では皮jぽが上面と下

而で厚さを異にするのが将通である。又J}z)百ff;u府共[乙木穫はタンパ ノリより

緩やかである。

次[ζ蛮果の形に於てタンパノ リ ではまiJZ4の よr~孔は帯しし内側lζ膏 1111 し

た同化糸 lζ よって回統され， 之がためt.btl祈而に於いて ~..~: hT~ の形を示すが本frI!:

では果孔は特別な ~ I与を示さない。

速日泰博士が 1916午 Not巴Son algae new to .Tapan IV， p. 60 において1*1宿

日本太平洋岸から採集した紅誌を Sarcocladiacrateriformis J. AG.と同定

して発表し，岡村博士は此標本を検してタンパノ リのf;JJ体である乙とを昨認

したと，-，本海藻誌 p.544 ，と述べている 。筆者は該臨本を検する機会を得てい

ないが，遠藤博士の記述から推察するに，筆者が日十ト|から採集しものの性質

とよく一致する所があり ，述際問士が S.crateriformisと同定した標本の中

lζは本穏と同じものが含まれているのではないかと推測される。

木称号の新和としての記~Iえは近く発表の予定である 。
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川端 ・ 紅~i Pachymeni砂川属の-fifiの休の構造と生亦l係官 8i) 

図の 説 明

1.休の縦断 上下岡市i皮屈の厚さの

相違を示す x50 

2. カJレポゴン校波 xl50 

3. 原形質及び養分を泊したカノレポゴ

ン校叢(受精後と考えられる)

x150 

4. 助細胞絞殺 x150 

5-7. 霊長果発迭の過程を示す 5， x100 6， x150 7， xlOO 

8，9. 四分胞子裂を有する体の餓断 同じ個体に於ける皮府組織の相違を示す x100

10 

11. 

成熟した裳果の横断 x50 

仁， 第一成胞糸，鍔ご成胞糸及び述絡糸を示す

A.助 細 胞 A.F. 被覆糸

C.F 連絡糸 G.成 胞 糸

S.支持細胞 T.受精毛

- 9-
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C. カJレポゴン

H. 胎原列細胞



86 務類第9巻第3号 i昭和 36年 12月

Summary 

1. The presen t s peci巴swas col¥ected by Prof. Y. YAMADA and Mr. TAZAWA 

from Yabitsll ancl Koza， Kii Prov. in Jllly 1957， by the writer from Kominato， Awa 

Prov. in April 1956 ancl 1957， ancl by Prof. YAMADA ancl Mr. SAKAI from Saga， 

T05a Prov. in April 1961. 

2. The froncl i5 membranaceolls， about 5-10 cm across， expancling irreglllarly 

leaflike， ancl irreglllarly lobecl or split into segments ancl aclheres to the sllbstratum 

with uncler surface of the basal portion. 

3. The anatomical strllcture is as fol¥ows. The thickness of the thalllls is less 

than 1，000μThe cortical layer consists of 6-12 layers of c巴lls. The upper cortex 

ancl the uncler on巴 areuneq ual in their thickness. Th巴 meclullaryfilament is about 

7μin cliameter ancl is more or less clense. The meclllllary layer is about 500μthick. 

The transverse connections in cortex ar巴 founclin inner cortex， but in lIpper ancl 

miclclle layer they are rarely founcl 

4. The carpogone ancl the allxiliary cell are d巴velopecl in s巴parat巴 amplll¥ae

which start as a seconclarily c1evelopecllateral branch from the cells of miclclle cortical 

layer. After fertilization the carpogone ancl its acljacent cells become v巴rylarge ancl 

rich in protoplasm， ancl their gelatinolls membranes increase in thickness. The 

cystocarp is pcar shapccl， clev邑lopedon both surfaces ，，11 over the fl'oncl， half immcrsecl 

to the meclllllary layer. The llpper part of nllclells is flll'llishccl Wilh no network 

filaments originatecl from ampllllar filaments. 

5. The spermatangium is Cllt 0[[ from the olltermost cortical cel¥， ancl its form is 

spherical. The outermost cortical cells proclucing spermatangilll11 are very elongatecl目

6. The tetrasporangia arise as seconclarily clevelopecl simple-cellecl branches from 

the cell of the cortical filament， ancl are c1iviclecl crllciately. 

ホン ダ ワラに関する研究の

田原正人

庄I
'仏、 い出

私が大学lζ入り ，111{物学の勉強を始めたのは，今か らち ょうど 50年程前

のことである。その頃の STRASBURGERの植物教科書の核分裂のと乙ろには，

1:1:1心体を持っている核分裂の例として， ヒパマ タ(Fucus)の図があげであっ

た。そのため，動物の実科で三崎臨海実験所{ζ行-った折lζ，海岸{とたくさ

んに生えているホンダワラ (Sargassum)の生殖挺托lζ削岩し ている ζ の植

物の幼l匹を見たと き，ζ れを回定して-1;1]片を作って見たら，きっと教科書lζ
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回収; ホン ダヲラに関する研究の思い出 87 

出ているようなものを見る 乙とができるのであろうと考え，それをやって見

た。と ころがこれは見事に失敗した。 何 も見るこ とができ なかった。

1908年大学を卒業した年の冬， 2，3週間三崎の臨海実験所!と滞在してい

るとき，ホンダワラは卵を週期的[ζそして一斉に放出する ζ とに気付 き，そ

れを英文で書き，予報として植物学雑誌に発表した。とれが夜、の ホンダワラ lζ

関する論文の最初のものである。翌年さらに研究を進めるために，三11時実験所

lζ3ヶ月平宣滞在しホンダワラのいろいろの種類とジヨロモク (Cystoρhyllum)

について観察を行なった。その結果は 1913年に発行された東京大学の紀要

Vol. 32 (ζ載っている。乙の研究でホンダワラやジヨ ロモクは卵を週期的lζ，

そして一斉に放出する乙と及び乙れら植物の匹発生の要点を明らかにする乙

とができた。ホンダワラのいろいろの種類が三11埼には生えているのであるが

乙のときのJEE発生の研究材料は主としてアカモク (5.Horneri)であった。

上述の報告を書いた後，自分は決してホンダワ ラlζ関甘る興味を失った

わけではなかったが，その後は専ら陸の植物の研究lζ従事 し，ホンダワラに

ついては全く予をつけるととができなかった。1917年[ζ名古屋の第八高等学

校[ζ赴任し.そ乙で 3年間教慨をとったが，その聞に 1巨lだけ三11崎の実験所

[ζ行く機会[ζ恵まれ，ホンダワラ {ζ関する研究材料を固定して名古屋lζ持ち

帰り，それでミク ロトーム切片を作った。すこぶる不完全な ものではあっ た

がともかくも乙の時の研究により，ホンダワラの匹発生lζ際して行なわれる

核分裂像を始めて見る こと ができた。

ホンダワラの卵を見たととのある方は， 計í~れで も知っている乙とである

が，乙の植物の卵は 8つの核を表而近くに持っている。核の周囲lこは葉緑体

がむらがっているから，ζ のζ とはすぐに判る乙 とであ る。乙れは蔵卵器内

lζ元来は 8つの卵ができる筈のものが， ただ 1つになったためで，ホンダワ

ラの卵は8つの卵が 1つに合体したようなものなのである。ホ ンダワラの卵

が発生を始めるときに 8つの核の内 7つが消えてなくなり ，残った 1つ

が卵の中央lζ来て受精を遂げ，そ乙で第 1回の核分裂を行な うのであれば，

事柄は至級簡単で， 何も問題は起ζ らないのであるが，受精の際 8核の次

{ζ現われるのは2核の状態で，それに続いて第 1回の卵割が行なわれる。 1

核のときがない。そ 乙で私は 8つの核の内 2つが残り， f也の 6つは消えてな

くなるのでなかろうかと考えた。しかし乙のような乙とは， 他lζ類例もない

ことで，半信半疑の内!とI時は過ぎていった。
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1922年，外国留学から帰り ，仙台の大学lζ奉職する とと になり ，研究も

自由にでき るよう になったので，永い問中絶していたホンダワ ラlζ関する研

究を再び始めるようになった。1924年に同大学のl1H科報告の第 1巻第 l号を

出すζ とになり，彩、にも何か書くようにと言われたので， 長い間，私の頭の

なかでくすぶっていたホンダワラ の限発生に関する私の仮定説を公にした。

もし私の仮定説が真であるとすると，卵核と精核の合ーは，ホンダワラ

の卵で、は2箇所で行なわれなければならぬととになる。乙れはあま り可能性

のあることのようにも思われなかったので，あるいはホンダワラでは単性生

殖が行なわれているのでなかろうかという疑いさえ持つようになった。それ

はその頃まだホンダワラ の運動してい る精子を見る乙 とに成功しなかったた

めでもあった。

そ ζ で当時私迷の教~\~[居られた下斗米直昌君とー絡に三111奇の実験所lと

]吐き，ホンダワラ の卵ができるときに，果して減数分裂が行なわれるかどう

かということを，本格的lζ解明しようと研究を開始した。まず第 1tζ肝要な

ζ とは固定のことであるが，これについて両人はいろいろと苦労を重ねた。

しかしその甲斐ーがあって，ホンダワラ (S.enerve)でその 目的を達する乙とが

できた。すなわち，乙の植物の単数染色体は 32で， 卵のできる とき [ζ減数分

裂が行なわれる乙とが明らかとなった。そ ζ で次の問題は， 卵核と精核の合

ーは，卵のど乙で行なわれるかということであったが，これは浅虫の東北大

学の実験所で採集したヨレモク (S.t01，tile)で，受精ならびに第 1回の核分裂

は，卵の周辺fillにおいて行なわれることをつき とめる乙とに成功した。 ζ の

核分裂が行なわれるとき他の7つの核はまだ消えずに残っておるから 8核

のl時JlJjの次ぎには 2核のl侍期が来るととになるのである。

とζ ろが，ちょう どその頃，故国校博士のアカモクについての研究報告

が発表された。どういうわけであったか，博士の研究結果は私達のそれとは

徹底的に違い，まず第 1iζ染色体数は n=16，2n=32であると主張され，卵

核は卵の中央で精核と合一するというのであった。同属のものでも染色体数

は異なる 乙とは決して稀ではないが，もう一度私達の研究をアカモクでたし

かめて見る必要にせまられ，乙の方而の研究を岡部作一君が担当するとと lζ

なった。 研究は順調に進み，アカモク lζおいても，染色体数は n=32，2n=64 

で，こ の点はアカモク もホンダワラも同一であることが明らかとなった。ま

た受精についての乙とは，阿部広五郎君がヨレモク において研究を繰り返へ
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され，今回は見事な写真をとること lとも成功され，受精ならびlζ第 1回の核

分裂は，卵の中央でなく，卵の周辺部Kおいて行なわれる乙とに一点の疑い

もない乙とになった。阿部君は固定についてさらに新工夫を加え，蔵精器内

の核分裂をも観祭され，乙乙で も染色体数 n=32である乙とをたしかめられ

た。

以上は主としてホンダワラに関する細胞学的の事項であったが i欠lζ発

生学の方面の乙 とを述べる。在、の最初に研究したのはホンダワ ラ属のアカ モ

ク，ジョロモク属のジョロ モク，スギモク 属のスギモクであったが，乙 の 3

つの植物の!任発生は著し く違っている。そ乙でさら lζいろいろの植物の佐発

生を調べて見る必要を感じ，まず ヒジキ， ウミ トラノオの!庄発生を調べて見

た。乙の 2つの植物のl匹発生は，スギモクのそれと非常によく似て，アカモ

クとは全然巡っていた。ちょうどその頃，現在の猪野|宇土が大学の 3，q三生と

なり，卒業論文としてホンダワラの多数の怒lζっき，その)匝発生を研究され

乙るとになり，その結果ホンダワラ属の内でもアカモクの!匹発生は，乙の種

独得のもので、スギモクやヒジキと同様の)匹発生を行なうものがホンダワ ラ

腐の内にも多数にある ζ とが明らかとなった。乙の ζ とは ヒジキを代表種と

して Hi.ukiaという属を設けようとしていられた故岡村隠士を失望させたと

とであったろう と思う。なぜかというと ，)匹発生の上からは， ヒジキを別の

l去にする現I:EIは何も見当らぬ ζ とになったからである。

細胞学的の ζ と， )匹発生の乙とは一通り判明したので，自分は次lζ生殖

誕の発生の研究を始めた。最初は先人の研究を目有附昨首花{riめて見る位の考考.えであつた

がI研肝究を始めて見ると立

は l凹94羽O年から 1凶941勾年三lκζカか〉けて，東北大学の理科報告に数篇の論文として発

表になっている。

最後lζ，ホンダワラの卵についての実験発生学の乙とを一言¥(1-]け加えて

おく 。私がホンダワラ lζ|渇する研究を始めた最初の頃から，私は乙の方面の

ζ とにも気がむいていたのであるが，一向に進捗 しなかった。 それは次のよ

うな事情であった。

その頃私は，研究材料として主としてアカモクを用いた。そのわけはこ

の植物の生殖築托は非1止に大きし取扱いに便利なためであった。と乙ろが

この植物の雌の小枝をコップの内IC入れ，そ ζで卵を出させようとしてもな

かなかできない。アカモクでできない乙とは{也の種類でもできないであろう
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と思いと み，乙 れが実験を進める上において大き な障害となった。やむをえ

ないから，i7u:のなかで自然に出ている卵を実験に用いる乙と になった。つま

り受精の終っていない卵をつかま える 乙とができなかったわけで，夜、が 1927

年に公にした報告の如きも，海のなかで自然lζ出た卵を材料としたものであ

っ7こo

然るにその後，卵を コップの内でださせるζ とは，ホンダワラのイ也のい

ろいろの種類では何んでもない乙とが明らかとなり ，阿部広五郎君 の受精に

ついての細胞学的研究も，そのため見事な結果を収めるよう Kなった。現在

では山形大学の中沢信午君，岡山大学の広江三樹三郎君などが乙の方面の研

究K従事され，次々と有益な研究を発表されている。

サイゴ ン大学に海藻学 指 導に来 て

サイゴン大学JlJj学f.iltl出物学教五

間 [1-1 1 ，\~ ll 

雪の羽田を発って香港経由 2 月訪日 'l i~' ぷのサイゴン lζ デIj J皆しました 。

サイゴン大学魁学部他物学教室は 5名位の教IH|iがjFJり， Ho教段以外は皆フ

ランス人で，講義も全部フランス語で行なわれています。 1-10教授は海藻の

生態が専門ですが3 乙乙 では植物分類学を担当しています。助手の女子学生

Miss PHUONGが淡水深を専攻するとの事で，ナ ーツラン (Nha-Trang)海i学研

究所の海藻専攻の研究所員 KINI-I氏と，目下の処ぺ トナムの部類研究者は 3，

4名と云う処です。

私はサイゴン到着以

来，当植物学教室，ナ戸

ツラン研究所所蔵の海部

の桜本の査定研究を Ho

氏と一緒にやり，又，ナ

ーツラン研究所，カ ンポ

デア領近くの離島フッコ

ック島，南ぺ トナム北方

サイゴン大学理学部

生物学教 室

のユエ及びツ ーラン等の沿岸の採集調査を行ない，
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を知る事が出来ました。旅行中lζは共産tテロ の危険で，思う通りの調査，旅

行が出来なかった点は残念でした。

ペトナムの藻類についての歴史はi!:iくは LAUREIRO(1790)の “Flora

Cochinchinensis" !C::十数種の藻類の記載があるのを初め， KOSTER (1927)の記

載や， SERENE， DEVOUX氏等の採集の記録があり，近くは Dr.DAWSON(1954) 

のナーツランの海藻類の報告があり ，又 Ho教授も海i誌の生態についての小

著がありますが，ぺトナムの謀類については未知の点が多い事を痛感しまし

た。夜、達の今回の研究成果の一部は，帰国の上なるべく早く発表の予定で居

ります。

現在までlζ，ぺトナムの海藻類は 400極近くが硲認され，ζ れについて

も後口 Ho氏から発表ある予定です。

ナーツランの海洋研究所には Dr¥SERENE，1-10， KINH， DA WSON氏等の

採集になる多誌の海藻牒本が所蔵され，その研先設備も1'1'々 立派で， ドレツ

ヂ月のポ{ トもあり，又研究者の宿泊所も一流ホテjレ並みで風光明附と相ま

Nha-Trangの海洋研究所 Nha-Trangの海洋研光所の調査船

1階水族館，2-3階研究室， 4階宿舎

って，海説の研究地として最適の処の織に思います。 乙の Nha-Trang(ナ 戸

ツラン)の海洋研究所には，既にフランスの FELDMANN，アメリカの DOTY，

DA WSON， HAXO氏等の著名な器類学者が来訪 して居 ります。

ぺトナ ムの有用藻類については，今まで調べた処では 50以上の種類が数

えられますが，現在利用されているものはごく僅かで，アマ ノリ (ツクシアマ

ノリ外 2種)，が食用lζ，オゴノリ類，シマテングサ，フシクレノリ，テング

サ知が探天j京trL トコロテンとして地元で利用されている程度です。ペ トナ

ム治岸には相当量のオゴノリ類が生育している様ですが，この資源量，生l出

量等については全然統計も何 もなく未調査です。

- 15-
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ぺ 卜ナムの薬屈には漢方薬の屈が相当の勢力を占めて居り，この漢方薬

J;5 Iζ参りますと数種の海藻類の乾燥品を販売 しています。乙れを買って来て

調べて見た処， コンブ 3 アミアオサ，ホンダワ ラ類，オキツノリ 等で コンブ

は日本，他は香港からの輸入品だそ うです。使用法はス ープ用に，又は茶と

同じ使用法で利用しています。

私のサイゴン滞在もあと 1ヶ月足らずとなり ，帰国の途中，足を伸ば し

てフランス，ピアリツ-r1Iで開催の第 4四万国海藻学会に出府の予定で居りま

す。乙とでの学会の様子は帰国の上御報告したいと思っています。

越南国から日本藻類学会員各位の移11自愛とf卸売展を祈ります。

(1961主f.:8月8日発信)

，u.<， 

ナ ム一品 録 事

会員移動

(f泊和 361'下8月 16日より"日前136 "'r! 12月 15日ま で)

新入 会 (29名)

- 16ー



学会銀事 93 

住 所変更 (4名)

評議員会記事

昭和 36年 10月14日，日本他物学会館 26回大会を機l乙IJlHiliする本学会総会l乙先立->

て， 評議員会が同日午後 51時半から 61時まで，東大椛内の好仁会館会議室に於てIJ別立され

た。

山1Jif背 (A)討議員-j古里子俊平 (clJ¥ ，，\・ I ' ~\I~) ， Jl~ 糊弘幸(j'l徽)，加的ZU](l長l>ln。
(s)会長ー111111卒男。(c)幹事 ;.rjij長俊造， ¥坂井lJtL;ML。

下記のejfJjiについて相談した。

i 総会lこ促山の議案， 会~'(の他上げlull泊について斡事から 4Lffjの必iYJがあり ， 極)~

，fiJ，~たしとt見を緩めた。

2， 1I!l柄j35 il '度目、務 ・ 会，-jJ-報告の Ihi~1-'検，]1した。

第9回 総会記事

評議員会l乙引続き 6時から Y11# まで j，il会舘に於て第 9 回総会が行々はれた。 出 1，li~ ~-は

45名であり盛会であった。次lζ会のl似jj=に従って之を報千号する。

1. 1m会の時 ~Jüi.長俊造氏

2 会長挨拶 ; 山田幸男氏

3， 会食 ; 夕食を共にしながら近くのlliIの人々と学l肖上の;色、見を交し，又快誌に花を

- 17-
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咲かせた。

4. 議長選出 H~J.~~地元会員の長老東大教授渡辺篤氏が巡 t'H された。議長の挨ゆが

始まった11寺突然体屯となったがそのままお話しを統けられ，今年目月i治肢を迎へた司王25を

ユーモラスに述べられた。

5. 議事

A. 会t'l値上げ家 ・ 先年来会員中から会'i1の値上げをしてはどうかと提案されて来

たが，なるべく之をさける様に努力して来た。然し最i!I諸物価の値上げ害容により現在の頁

数を維持して行く為には会貨を値上げする以外にけ、方法のないことが種々のデーターによ

って阪井幹事から説明された。この案は全員の賛成を得て来年度(昭和 37年度)から年会

山500円に値上け.することに決定した。この後会員中から会誌に相応しい広告があったら

掲載し収入の増加を訂.，ては如何とのJ17があソた。

B. 庶務 ・会言|幸自作 r深刻iJ9巻 1号に同封した報告によソ て阪11幹事から説明が

あり ，示穏を得た。 尚， この後 10月 5F11見花で会員数は 360名であること等を中間報告

した。

C 会長選挙 ILI問幸男氏が当選，今後も会の為に尽力して行きたいと挨拶があっ
、J品目B
1'--。

D その他 : 種々 の:色、見があ Jたが今後誠類学会を布!I物学会大会1m催地に近い都市

で行ない，その近くの人々を会員としてふやして会の収入を多く しては如何と福島博氏か

らお話しがあり ，種々の怠見が出された。又同氏は終身会員制を考慮しては如何との意見

を出された。

6. 懇親会 : 杭l気路々砲に長|己紛介が行なはれたが，佐藤正己氏は今まで「通誕生員」の

赤い表紙は見にくいので少し淡く しては如何と話があ り，広瀬弘幸氏から淡水藻の和名が

少ないのでその下務へを会でしてはどうかと申し入れがあった。又渡辺篤氏は微小誌類の

シタムのほしい折には東大応用微生物研究所へIIIし込めば大学勾ーには無料，その他会社の

研究所には 500円で配布するから利j甘されたいと話があった。

1
1 L: Ui'~ 者

秋 l削 3L承 千原光k!fi 江越千代 有11 )~-~ 博 平 野 実

広瀬弘幸 今 yiil 宏 一 稲坦r.tー 猪j1F 俊三I!. 入米義彦

岩崎英雄 力11的英男 笠原和男 北 見秀夫 北見 健彦

小 林 JZJ ミ 小 林艶子 小西純二 熊野 茂 松布11 正 直[1
1:1コV{ 信 LIニ 凶林 長 f;ij 西沢一俊 虫干凶光 j~~ 野沢ユリ子

大 房 l制 奥野若手雄 大西一博 尼崎弘忠 阪 井与志縦

佐々木 正人 佐藤 正己 瀬戸良三 須藤俊 造 高 1公 正 彦
総 Jlt JI.日本 :rVl 1:0.1 EI:I JL 上l' ill 宏 津 村 孝 平

波辺 'j、ψ0G， J 山 111幸児 111 ;ギ~~ IU 外に伊Jj長・武|王i両氏

(ABC順) (阪弁記)
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学会銀事

本学会所蔵の雑誌及び論文別刷目録

(1960. 12. 1~1961. 11. 30聞に受信iせしもの)

別 即日

95 

KOSTER， J. Th.: Caribbean Brackish and Freshwater Cyanophyceae; Blum巴a，Vol 

X， No. 2， 1960. 

TSUBO， Y.: Inheritance of Streptomycin Resistance and Dependence in Chlamy-

domonas; Bacteriological Proceedings， p. 117，1960. 

一一一一一一 Chemotaxisand Sexual Behavior in Chlamydomonas; Th巴 Journal of 

Protozoology 8 (2)， 114-121 (1961) 

一一一一一一 ChemotacticBehaviour of the Gametes of Chlamyclomonas; lX lnterna-

tional Botanical Congress， Proceedings， Vol. 11. lIA. p. 404， 1959. 

SUEMATSU， S.: The Somatic Nuclear Division in Trentepohlia aurea， the Aerial-

Alga; Bull. Liberal Arts CoJI. Wakayama Univ. No. 10 (1960). 

NAKAZAWA， S.: Nature of th巴ProtoplasmicPolarity; Protoplasma Band. LII， 1960 

Heft. 2. 

ー一一一一一 Dynamicof Morphogen巴ticFields; Protoplasma， Bancl. LIII， 1961 H巴ft.1. 

一一一一一 DevelopmentalMechanics of Fucaceous Algae XIll， Polarity D巴t巴rmll1atlOn

in Coccophora Eggs Relating to the Position of Jelly Stalk; Science Rep. Tohoku 

Univ. Vol. XXv. No. 3， 1959. 

一一一一一 DevelopmentalMechanics of Fucaceous Algae XIV. Plasmolysis Pattern 

in Coccophora Eggs; Bot. Mag. Tokyo. Vol. 73， No. 860， 1960. 

一一一一一 DevelopmentalMechanics of Fucaceous Alga巴 xv.Effects of Ultra-

centrifuging at Later Stages upon th巴 Developm巴ntof Coccophora Eggs; Bot. 

Mag. Tokyo. Vol. 73， No. 869-870， 1960. 

一一一一一一 D巴velopmentalMechanics of Fucaceous Algae. XVl. Plasmolytiじ Pattern話

in Ultracentrifugecl Coccophora Eggs;のrTON 15 (2) 1:l9-136， Xl1-1960 

一一一一一一 DevelopmentalMe.二hamicsof Fucaじ巴ousAlgae XVII. Differenlial De-

struction of the CorlicaJ Layer of Cytoplasm in Ullr叫 enlrifugedCoccophora 

Eggs; Bot. Mag. 1‘okyo. Vol. 74， No. 871， 1961. 

一一一一-:Developmental Mechanics of I'ucaじeoussAlgae X V111. Locali山 lionuf 

Protoplasmic Elemenls in the Developing Rhizoicl; Bot. Mag. Tokyo， Vol. 74， 

No. 874， 1961. 

一一一一一ー ThePolarity Theory of MorphogenetiιI'ields; Sci巴nceRep. Tohoku 

Univ. Vol. XXVII， No. 1， 1961. 

I平 由宏 : クラミドモナスの交雑法とその細胞質巡伝 i核 と細胞質 No.1， p. 30， 1961 

主主天地主要iiili上におけ るクラミドモナスの縦毛 ，藻類 Vol.9， No. 1， p. 21-25， 

1961. 
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谷口森俊 ii童館三1:¥1誌の海部群港学的研究 EI本生態学会誌 Vol.10， No. 4， p. 137-140， 

1960. 

IfI辺湾内の浦海秘書学務，医学と生物学 Vol.57， No. 2， p. 47， 1960. 

一一一一 ・ 徳 I.ii\ Y~由岐の海部君字詰事 ; 医学と生物学 Vol. 57， No. 6， p. 225， 1960. 

横浜本牧川!の ìf~秘書TH事，医学と生物学 Vol. 56， No. 2， p. 43， 1960 

事11谷平 ; 中部日本産フウセンモ服 ，植物研究雑誌 Vol.35， No. 6， p. 172， 1960 

接合*~類細胞の沼子顕微鋭的観察，愛知学芸大学研究報告 Vol. X， pp. 39-5'1， 

1961 

津村孝平 ; 珪藻類の研究の手びき，植物趣味 Vol.21， No. 3， p. 8， 1960. 

ー一一一一一 段藻類の研究の手びき i植物趣味 Vol.22， No. 1-2， 1961. 

照本 理h: <'リモの凍害と乾燥寄 ，低温科学，生物編，第 17ilifl， p. 1-7， 11日和 34年

アナ アヰサの耐凍性 ;低温科学， 生物i:ii，第 18ij留，p. 35-38， 1問和 35主12.

マリ モの1rU警に対する凍害防止剤の効果について ，低温科学， 生物?お，第 18

ijiJ.t p. 43-50， 11日4訂35壬β

一一一一一:ポウアオノ リの耐凍性 ，低iR科学， 生物ね，第 19栂，p.23-28，昭和 36年.

一一一一一 ;マリモは楽さに強いか ? 科学， 1959年 11月.

雑誌

EOTAHH4ECKHA )KYPHA刀1'0111.45， Nu. 8-Tu111. 46， Nu. 8. 

日本留学会会報 Vul. 11， No. 5-¥101. ll， No. 6. 

水産庁内海区水盛研究所報告 ; 鈎 14号 (94)，36 1:ド3月.

箱根博物 ・ 第 l号，1961年 8月.

役員移動

今般，本会会計幹事阪ヂ1:与志雄氏移動K伴い， 1問沼和 3泌6年 lロ2月 1E日iイ付Jをもつ て編集1

司事トj舟iH稲l局号説f往主氏が会青計計|卜'1幹i伶伶司事手完兼{正t{任E，叉秋岡~~j]k氏が新fこ に幹事K夫々委帰された。
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日 本 藻 類学会会員名簿

昭和 36年 12月15日現在

。印 ・…名主r会只

O印ー -世話係

住所を二つ記しであるも のは勤扱先 (自宅)の順
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昭和 36年 12月15日現在 会員数 379名

〔倣考〕 住所変更或いは誤記がありましたら本会幹事まで御一報下さい。

。
本し脱rli:It海道大学理学部地物学教室内

日本藻 類学会

f互主主口座 小格 1330日
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